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micro iDSD BL の導入(6) 

―ヘッドフォンとイヤフォンの音質― 

 

１．はじめに 

iEMachの導入(2)と iEMachの導入(5)においては、micro iDSDのイヤフォン端子で

iEMachの効果を報告しています。今回は、micro iDSD BLで同様の試聴を行います。 

 

２．micro iDSD BLの試聴方法 

 今回は、micro iDSD BLのイヤフォン端子からイヤフォンの Sennheiser HE80とへ

ドフォンの Sennheiser HD590で聴く場合の iEMach介在の効果を確認しました。 

  

 音源は、FIDATA HFAS1-S10による 11.2MHzDSD 音源の再生と BRD-UT16WXか

らの CD再生とします。 

 

３．micro iDSD BLの試聴結果 

イヤフォンの Sennheiser HE80で聴く場合、11.2MHzDSD 音源の再生では、その

ままでもかなり満足の行くレベルですが、iEMachの介在によりDSD音源としての魅

力がさらに向上します。BRD-UT16WXからの CD再生では、そのままでは CDらし

いエッジの効いた音ですが、iEMachの介在により、エッジがとれて滑らかな音になり

ます。 

へッドフォンの Sennheiser HD590で聴く場合、11.2MHzDSD音源の再生では、そ

のままでも DSD音源のクオリティを十分に享受できるレベルですが、iEMachの介

在により DSD音源としての魅力がさらに向上し、これ以上は望めないというレベル

になります。BRD-UT16WXからの CD再生では、そのままでも CD再生としては十

分納得いくレベルですが、iEMachの介在により、CDを聴いているという感覚がなく

なるくらいのレベルになります。 

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2013/12/f7a6046010b1e6856d6fb8a08d223c03.pdf
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４．まとめ 

FIDATA HFAS1-S10による再生でのmicro iDSD BLのイヤフォン端子の音は、そ

のままでも満足いくレベルですが、iEMachの介在によりさらにその魅力が向上します。 

 

 

以上 

 


